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大 学 史 研 究 通 信 
第 62 号、2010 年 5 月 15 日（木） 

大学史研究会 
第 62 号の内容：会員ニュース・新入会員自己紹介・『2010 年度会員名簿』作成に伴う

記載事項確認のお願い・2010 年度年会費納入のお願い・若手会員交流会開催案内，第

33 回大学史研究セミナー・シンポジウムのテーマ募集中！・会員新刊ニュース・編集

後記・大学史研究会事務局員一覧 
 

 

会員ニュース 
 
新入会員 
 
山崎 慎一（やまざき しんいち）会員 
所属： 桜美林大学大学院博士後期課程 3 年 
研究テーマ： アメリカ高等教育、大学情報及び教育統計の整備、大学評価 
 
異動のあった会員 
 
吉村 日出東 会員（所属変更） 
新所属： 川口短期大学 
 
犬塚 典子 会員（所属変更） 
新所属： 京都大学女性研究者支援センター 
 
種田 明 会員（所属変更） 
新所属： 跡見学園女子大学マネジメント学部観光マネジメント学科 
 
 
新入会員自己紹介 
 

山崎 慎一 会員 
桜美林大学大学院博士後期課程在籍中の山崎慎一と申します。大学史研究会への入会

をお認め頂きありがとうございます。 
主な研究テーマは、アメリカの高等教育において、大学のデータや情報が、どのよう

に利用及び公開されているかに焦点を当てています。アメリカの状況を研究する中で、

各事象の歴史的な背景の重要性を理解する機会を得ました。今後、同様の問題意識を持

って、日本の状況を研究するためにも、歴史的なアプローチは欠かせないと思い、大学

史研究会への入会を申し込ませて頂きました。今後ともよろしくお願い致します。 
 
 
『2010 年度会員名簿』作成に伴う記載事項確認のお願い 
 

 2010 年度は本研究会「会員名簿」改訂年となっております。つきましては、下記の
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【変更記入要領】をご確認の上、同封されております別紙の個人宛「調査票」に必要事

項をご記入いただき、郵送にて事務局（浅沼）宛にご返送いただきますよう、よろしく

お願い致します。 
 なお、返送の締め切りは 6 月末日とさせていただきます。念のため変更事項がない場

合もご返送いただきたく存じます。ご多忙の折に誠に恐縮でございますが、ご協力いた

だけますよう、重ねてお願い申し上げます。 
 

記 
【変更記入要領】 
１） ご所属・ご住所等に修正すべき箇所がありましたら、「訂正欄」に赤字でご記入

ください。お名前については「ふりがな」のご記入もお願いいたします。 
２） 2010 年度版の会員名簿に記載される項目は、【名前】、【自宅住所・電話番号】、

【メールアドレス】、【所属・所属先電話番号】、【専門分野】となっておりますが、

個人情報保護等のため、ご希望により記載を省略することができます。掲載を希

望しない事項には、右端の欄に赤でチェック（レ）してください。（チェックが

ない項目は、掲載させていただきます）。 

３） 返送宛先：〒175-0083 板橋区徳丸 2-19-10 

大東文化大学徳丸研究棟 3F 浅沼薫奈気付 

TEL 03(5399)7646 

 
 
2010 年度年会費納入のお願い 
 

今年度の年会費納入についてお願いのご連絡を申し上げます。 

大学史研究会の実収入は、会員各位からの年会費に大きくよっております。 

前回の通信に掲載しました会計報告のとおり、昨年度の年会費納入率は61.7％であり、

未納のケースも少なくなく、本研究会の財政状態は芳しいとはいえません。 

そのような事情から、毎年2 月頃に未納会員宛に納入依頼通知を再送することにいた

しましたが、これを開始して5 年目にあたる現在におきましては、残念ながらその効果

が弱まってきている状況にあります。 

大学史研究会の発展と円滑な運営のため、会員各位のご理解ご協力をお願い申し上げ

る次第です。 

年会費の納入の詳細につきましては、同封の納入依頼通知をご覧願います。 

年会費は5,000 円です。なお、大学院等在学あるいは日本学術振興会特別研究員の各

位には、「院生・学生会費」として3,000 円が適用されております。 

また、過年度分年会費未納の会員には、未納年度と本年度会費分を含めた金額総計を 

通知いたしております。 

年会費を3 ヶ年度分以上滞納されている会員には、研究会の継続参加のご意志を年会

費納入によって確認できるまでは、大学史研究会からの諸連絡、「研究通信」、紀要「大

学史研究」等の発送の停止が決定しております。該当する会員へのご連絡通知には、こ

れに関する事項が記載されておりますのでご留意願います。 

なお、本通知依頼発送と入れ違いに年会費を納入いただきました場合には、何卒ご容

赦のほどお願い申し上げます。 
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年会費納入払込先 

郵便振替口座 大学史研究会  口座番号 00120-3-47583  

  または   

銀行口座   大学史研究会  三井住友銀行 池袋東口支店（店番 671） 

 普通預金（口座番号 3456109） 
 

 

 

（事務局会計担当  沖塩有希子・浅沼薫奈） 
 
 
若手会員交流会開催案内 
 

この度、事務局では若手会員の交流の機会を設けることとなりました。本会では、毎

年セミナーの際に会員が集まる機会がありますが、年一回と機会が限られており、会員

歴の浅い会員間の交流は十分とは言えません。今回、若手会員が集まって各自の研究関

心を交換し合い、相互の親睦と交流を深められればと思います。 
 開催予定は以下の通りです。「若手」といってももちろん年齢は問いません。会員歴、

研究歴の浅い方、またそうでない方にもぜひ気軽にご参加いただきたいと思います。会

員でない方でも大学史に関連する研究をされている方がおられれば、ぜひお声掛け下さ

い。 
参加を希望される方は、6 月 15 日（火）までに事務局セミナー担当までご連絡下さ

い。 
 
若手会員交流会開催予定 
期日：2010 年 8 月 7 日（土）14 時～17 時（終了後、懇親会） 
場所：キャンパスイノベーションセンター5 階 リエゾンコーナー 
参加費：無料 
プログラム（予定）：各自の研究関心を 15～20 分程度ずつで紹介、その後若手会員の

交流のあり方、大学史研究のあり方等に関する自由討論を行う。終了後、18 時頃より

田町駅近郊で懇親会を開催予定。詳しいプログラムは追って参加希望者にご連絡します。 
 
＜会場案内＞ 
キャンパスイノベーションセンター 
東京都港区芝浦３－３－６ 
JR 山手線・京浜東北線田町駅より徒歩１分、都営三田線・浅草線三田駅より徒歩５分 
http://www.cictokyo.jp/index.html 
 
参加申込み・問合せ先 
事務局セミナー担当 福留東土 
fukudome＠hiroshima-u.ac.jp 
TEL&FAX: 082-424-6231 
 
 
 



 4

 
第 33 回大学史研究セミナー・シンポジウムのテーマ募集中！ 
 
第 33 回大学史研究セミナーは、大学コンソーシアム京都のあるキャンパスプラザ京

都で開催致します。開催日程は 10 月～12 月の週末で現在調整中ですが、事務局ではセ

ミナーで開催するシンポジウムのテーマを募集しています。ご提案をお持ちの方はセミ

ナー担当までご連絡下さい。 
 
事務局セミナー担当 福留東土 
fukudome＠hiroshima-u.ac.jp 
TEL&FAX: 082-424-6231 
 
 
会員新刊ニュース 
 
１） 潮木守一 著（2009）『転換期を読み解く』東信堂，432 頁，2,600 円（本体），

ISBN978-4-88713-952-7 
 
概要（東信堂のホームページから引用） 

 
「潮木ワールド」の新たな展開。 
かねてから、一般読者もその内容に十分親しむことのできる、高等教育界有数の書

き手として知られる著者のエッセイおよび書評集。前半における、著者ならではの

視角から繰り広げられる時事的諸問題に対する評言と先達者

への追悼記は、後半の主として高等教育に関する古典および重

要なテーマを含む 50 点にも及ぶ近年刊行書への書評と相まっ

て、独自の「潮木ワールド」を形成している。 
 
まえがき 
第一部 時の流れを聞く─時評集 
第二部 先人達の道程 
<古典は語る> 
第三部 変わる時代を読む─書評集 
あとがき 
 
 

「会員新刊ニュース」情報提供のお願い 
 

本通信では、会員の研究活動の紹介を心がけておりますが、編集者の情報のみでは限

界があります。新刊を発行されたご本人、あるいは会員が新刊を発行されたという情報

を得られた方は、事務局（代表Ｅメールアドレス：jshshe＠wwwsoc.nii.ac.jp）もしく

は本紙編集担当の田中までご一報頂ければ幸いです。 
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退会者の報告 
 

以下の会員の方が退会されました。長い間本会の活動にご協力賜りまして、誠にあり

がとうございました。厚く御礼申し上げます。 
 

退会者： 関西学院学院史編纂室 会員，八木紀一郎（京都大学）会員， 
松尾野裕（愛媛大学）会員，古川敦（香川短期大学）会員， 
堀内達夫（大阪市立大学）会員，森岡ゆかり（京都女子大学）会員 

 
 

 
原稿募集 

 
『大学史研究通信』第 63 号は 2010 年 8 月 31 日に発行予定です。会員諸氏の現在

の研究紹介、文献案内、会員主催行事のお知らせなど、どのようなものでも結構です。

皆様からの投稿を心よりお待ちしております。原稿提出・お問い合わせ等は、事務局

（代表Ｅメールアドレス：jshshe＠wwwsoc.nii.ac.jp）、もしくは本紙編集担当の田中

までお願いいたします。 
 
住所・所属変更届のお願い 

 
住所や所属（昇任・学位取得も含む）に変更のある会員は事務局までご一報くださ

るようお願いいたします。また、教授・研究のために海外にご滞在予定の方も、海外

でのご連絡先をお教えいただけましたら幸いです。ご連絡は事務局代表Ｅメールアド

レス（jshshe＠wwwsoc.nii.ac.jp）までお願いいたします。なお、変更届にあたっては、

年会費払込票（郵便口座）の「通信欄」を利用することも可能です。 
 

 
 
『大学史研究通信』バックナンバー希望者に頒布いたします 

 
『大学史研究通信』第 14 号～現在発行号までを希望者に頒布いたします。事務局代

表Ｅメールアドレス（jshshe＠wwwsoc.nii.ac.jp）までご連絡ください。折り返し、請

求方法をご連絡いたします。 
 
 
 

編集後記 
 

私事ですが，科研の調査で現在台湾を訪れております。昨日は，国立台湾師範大学を

訪問しました。ご存じの通り，この大学には旧制台北高等学校の校舎（1922 年頃の建

物）が現存しています。保存状態もよく，大学の本部棟，講堂，教室，食堂として未だ

現役で使用されています。赤煉瓦のこれらの建物はとてもお洒落で，当時の建築家の意

気込みを強く感じました。 

ところで，これらの建物の新校舎への立て替えが1980年末頃に計画されたそうです。

しかし，これらの建物を惜しんだ旧制高校の卒業生（日本人も含む）たちが国籍の壁を
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越えて保存運動を展開

したおかげで，現在まで

大切に保存されること

になりました。 

海外で日本の旧制高

校の建物に出会えたの

は不思議な体験となり

ました。 

 

 

本部棟（2010 年 4 月

30 日撮影） 

 

（田中 正弘 記） 

 
 

 
 

『大学史研究通信』第 62 号の編集は事務局・田中正弘が担当いたしました。 
連絡先    〒690-8504 松江市西川津町１０６０ 

島根大学 教育開発センター 
TEL: 0852-32-9848  FAX: 0852-32-6059 
E-mail: masatana＠soc.shimane-u.ac.jp 

 
 

『大学史研究通信』第 63 号は、2010 年 8 月 31 日発行予定です。 
 

 
大学史研究会事務局 

 
〒739‐8512 広島県東広島市鏡山 1-2-2 

広島大学 高等教育研究開発センター 福留東土研究室 大学史研究会 
TEL&FAX：082-424-6231 
E-mail: fukudome＠hiroshima-u.ac.jp 
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jshshe/ 

 
事務局へのお問い合わせは、なるべく下記代表Ｅメールアドレスまでお願いいたします。 

E-mail: jshshe＠wwwsoc.nii.ac.jp 
 

大学史研究会事務局員（五十音順） 
 

浅沼 薫奈 （大東文化大学）     井上 美香子 （九州大学） 
岡田 大士 （中央大学）       沖塩 有希子 （青山学院大学非常勤） 

田中 正弘 （島根大学）       福留 東土  （広島大学） 
 
 


